





































































































































































































































































































































半田山地理考古　第９号　 Jour. of Handayama Geography and Archaeology No.9
加え，リバイズを繰り返した。
註
１）竹内信三氏により発見され，岡嶋，菅も現地確認を数度にわ
たり実施している。
２）これまで宮田山では，旧石器時代から縄文時代の遺跡として
幾つかの報告がなされているが，何れも西地点の報告である。
近年，竹内信三氏や小野　伸氏の踏査で宮田山の東側にも遺物
散布地点が確認されており，岡嶋，菅も現地踏査を行い，追認
している。
３）新版　標準土色帖　37版　2018による。
４）岡山理科大学生物地球学部生物地球学科教授，能美洋介先生
のご教示による。
５）写真，肉眼顕微鏡による観察は，福岡市埋蔵文化財センター
にて河野摩耶氏に依頼した。蛍光X線分析については島根大学
法文学部客員研究員，遠部　慎氏に分析を依頼し，近畿大学に
て測定を行った後，データの提供を受けた。本報告で使用した
データについては，今後詳細な検討を加えたものを公表したい。
６）註４に同じ。
７）註４に同じ。
８）註４に同じ。
９）この土器棺墓も竹内信三氏が発見したものである。
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連絡先
【岡嶋隆司　〒702-8026　岡山市南区浦安本町110-3
　犬島貝塚調査保護プロジェクトチーム事務局】
【連絡著者：菅　紀浩　〒711-0904　倉敷市児島唐琴4-11-6
　瀬戸内文化財研究会事務局
　E-mail:norihiro.suga0606@gmail.com】
岡山県玉野市，宮田山東麓の集石墓について
39
写真７　集石遺構の円礫
写真５　採集された高坏・飯蛸壺
写真２　集石遺構近景（北西から南東を撮影）
写真６　採集された石製品
写真３　採集された細頸壺
写真１　集石遺構遠景（北西から南東を望む）
写真４　細頸壺の焼成前底部穿孔
